
覲発掘調査の概要
藤原宮大極殿院東北隅部の調査(飛鳥藤原第195次)
2017年10月から開始した藤原宮大極殿院東北

隅部の調査は
、奈文研ニュースNo.68において調査

前半部の報告をお
こないました。今回はその後あき

らかになった調査後半での成果を報告します
。調査

は
、2018年３月27日まで続きました。

調査の大きな目的は
、東面回廊北半部と北面回廊

の構造が複廊であるかどうかの解明でした
。東面回

廊では
、礎石の据付痕跡を６ヵ所確認しました。東

西に等間隔にならぶ３基の据付痕跡を確認した
こと

から
、東面回廊は複廊であったと考えられます。桁

行の柱問寸法は
、北端部が約3.8m (13尺)、その南

は約4.1m (14尺)
、梁行は約2.9m (10尺)となります。

回廊基壇は版築で丁寧に積土をおこない
、造成して

いることがわかりました。

北面回廊
では礎石の据付痕跡を11ヵ所確認しま

した
。北側の遺存状況は良くなく、北側柱筋は根石

由来と考えられる小鑠の広がりを確認するのみでし
た
。ただ、小礫の広がりは北側柱推定位置でみられ

る
ことから、複廊であった可能性は高いといえます。
柱間寸法は、桁行約4.1m (14尺)、梁行約2.9 m (10尺)
に復原できます。

また
、東面・北面回廊沿いにＬ字状に溝が掘られ

ていることがわかりました
。この溝は回廊造営時に

つくられ
、造営時の雨水処理のため、回廊基壇の高

まりと
一体的に掘削されたとみられます。回廊造営

に関わる重要な知見を得る
ことができました。

３月３囗には現地説明会を開催し
、645名の方々

に調査成果をご覧いただきました
。

(都城発掘調査部　前川歩)

礎石裾付痕跡とＬ字溝(北西から)

２


	page1

